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新規機能性物質として、内包フラーレンが注目されている。内包フラーレンは、内包させる物

質によって半導体特性[1]、超伝導特性[1]、スピン特性[2]や磁性[3]などを付与することができる。

従来の内包フラーレン生成では、生成率が非常に低いという課題があった。その中で近年、プラ

ズマ技術を用いることで内包フラーレンの生成効率を上昇させることに成功している[4]。この方

法は、内包目的の物質を直接フラーレンへ衝突させることで内包フラーレンを得るものであり、

内包フラーレンの生成率はフラーレンと粒子の衝突確率に依存することになる。また、未内包の

物質には固体状態で安定に存在するものが多く、プラズマを用いた内包手法を利用するためには、

如何にして固体物質をプラズマ化させるかが課題である。１つの方法として、有機金属ガスや直

接加熱により気化させその蒸気を放電によりプラズマ化させる方法が考えられるが、金属蒸気ガ

スの取り扱いの難しさや特殊な排気設備が必要となる。そのため、本研究では取り扱いが容易な

固体物質からプラズマを直接的に生成できるレーザーアブレーションに着目した。更に、レーザ

ーアブレーションにより生成されるプラズマは高い密度を持つことが知られているとともに、内

包に好適と考えられる運動エネルギーを有している可能性が有り、フラーレンと粒子の衝突確率

向上による内包効率の向上も期待できる。そこで本研究では、レーザーアブレーションプラズマ

を用いた内包フラーレン生成について原理実験を行った。現在内包が確認されている元素の 1 つ

である窒素に対し、窒化物であるボロンナイトライドを用いて固体元素からプラズマを生成し窒

素の内包化実験を行った。講演では、窒素内包フラーレンの電子スピン共鳴法(ESR)による計測、

及び窒素内包フラーレン生成率のESRとUV-VISによる計測結果等について発表する予定である。 
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